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エコライフデーとは、地球温暖化防止のために、チェックシートを見ながら、１日、環境にやさしい生活

をおくる取り組みです。今年は、9 月 4 日(土)を中心にエコライフデーを実施し、多くの皆様にご参加い

ただきました！ ご協力ありがとうございました！ 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

電気代１年間 

1か月間 
12,047円 

1,004円 
ガス代１年間 

1か月 
8,561円 

713円 
水道代 1年間 

1か月 
9,001円 

750円 

ガソリン代 1年間 

1か月 
30,074円 

2,506円 

 
ベスト３ ①資源ごみの分別 ②レジ袋をもらわない ③使っていない部屋の照明を消す 

ワースト３ ①１時間早く寝る ②主電源を切る ③冷蔵庫の温度設定 

 
 
 
 
 
１００～８０点                 ７９～４０点                ３９～０点 

 

参加世帯の 34.9％            参加世帯の 61.5％           参加世帯の 3.6％   

CO2排出量の削減量は？    参加世帯・人数；1,243世帯 2,609人 

注 1世帯からの CO2総排出量は 1日あたり 10.88kg (2019年度全国平均)です。(出典：JCCCA) 

【チャレンジいただいた皆様の合計】 
＊世帯・人数  1,328世帯 2,839人 

うち大人版 1,243世帯 2,609人、小学生版 85世帯 230人 

＊CO2排出削減量  5,830kg 
うち大人版 5,700kg、小学生版 130kg（小学生版は項目数15の簡易版です） 

 

もう少し環境の 

ことを考えよう！ 

このままだと地球は

大変！ 

40年生杉 約 662
本が 1年間で吸収す
る量に相当します。 

参加世帯のエコライフ度は？ 平均点 71.3点 

【チャレンジいただいた皆様】（五十音順・敬称略、※は小学生版） 
＊学区自治連合会 ： 堅田学区、唐崎学区 

＊事業所： 東洋紡株式会社総合研究所、日伸工業株式会社、日本黒鉛工業株式会社、 

平和堂和邇店、ローム株式会社滋賀工場 

＊諸団体： 大津友の会、社会福祉法人志賀福祉会 

＊小学校： 小野小学校、葛川小学校、木戸小学校、小松小学校、和邇小学校の4年生※ 

Ｃ Ｂ 

45世帯 

Ａ 

1世帯当たりの節約金額は？ 1か月で 4,973円 1年間では 59,683円  

地球の未来は明るい！ 

1世帯の CO2削減量 

ふだんの CO2削減量は？ 

１世帯平均     4.03kg 

参加全世帯  5,009kg 

764世帯 

エコライフデーのCO2削減量は？ 

１世帯平均    4.59kg  

参加全世帯  5,699kg 

433世帯 

エコライフデーの効果は？ 

１世帯平均  0.56kg 

参加全世帯  690kg 



※ 当事業は、大津市の委託により大津市地球温暖化防止活動推進センターが実施しています。 

コメントを記入された方のうち 9割以上の方が「エコライフを意識しよう」 

「参加したことでエコに気付いた」「今後も続けよう」等と記入されています。 

一部ですが皆さんから寄せられたコメントを紹介いたします。 

【良い機会になりました】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地球温暖化防止のために意識を変えていかなければ・・】 

 

 

 

 

 

 

 
 

【こんなエコ生活を】 

 

 

 

 

 

 

エコライフデーについての問い合わせ先：大津市地球温暖化防止活動推進センター（電話 526-7545） 

エコライフデーチェックシートは、大津市ホームページ（｢大津市 エコライフデー｣で検索してください） 

または大津市地球温暖化防止活動推進センターホームページ（https://otsu.ondanka.net/）をご覧ください。 

➢ 宇宙から地球を見ると、日本の国が 1番明るいとか。日本国民みんなで、せめて家庭のエネ 
ルギーの消費を減らすのが大切と思います。私もできないところを改めるようにしたい。 

➢ 一人一人がちょっと気を付けることで地球温暖化を防ぐことができるので、今後も協力し 
たいと思いました。 

➢ １０年後、２０年後の明るい未来のために今自分ができることを確実にしていきたいです。 

➢ 地球温暖化を防ぐため、家庭での省エネにもっと意識を持って暮らさなくてはと真剣に思いました。 

➢ 家族の中では私一人がエコに対して関心を持っている感じで、他の者は我関せずって感じです。まずは
一人一人みんな興味を持ってもらい、関心を持ってもらわないといけないなと改めて思いました。 
琵琶湖に関するチェックもあればいいなと思いました。 

➢ 子どもたちの未来のために、できることから取り組みます。 

➢ フライパンの油汚れはふき取ってから洗うようにしている。お風呂のお湯はためすぎな 
いようにし、残り湯は洗濯に利用している。 

➢ 食料品は買いすぎないようにし、冷蔵庫はこまめに点検。冷凍できるものは冷凍にして 
捨てるものを減らす。 

➢ なるべく生ごみができないように野菜は皮付きでも食べられるもの（人参とか）は食べる 
ようにしています。点数が低かったのでもう少し気を付けます。 

➢ エコバッグや節電は意識として定着しているけれども、今回のエコライフデーで、もっと多くの項目 
がある事に気付きました。普段はマイボトルを持ち歩いているので、ペットボトル等のごみを出さ 
ないためにも続けようと思います。 

➢ これからも毎日の生活の中で気軽にチャレンジできることばかりなので、エコを
意識して続けていきたいと思います。 

➢ 日頃から少しは気をつけているつもりでしたが、チェックしてみると 50点も無く 
てショックでした。一日頑張ってみても 60 点・・。まだまだ努力が必要だと思いました。子供はまだ小さ
くてよく分かっていませんでしたが、おいおい教えていこうと思います。 

➢ 具体的にエコライフ内容が書かれており、手軽に実行しやすかった。ちょっと意識するだけで、これだけ
エコできたと分かりやすく数字で書かれているので、今後も実施していけるかなと思いました。 

➢ 普段何気なくつけているテレビを意識して消してみると、結構部屋が静かになり落ち着いた。 

➢ 野菜の下ごしらえにレンジを使うととても早くできた。まだまだ、たくさんできることがあると感じた。 

➢ 炊飯ジャーからすぐにご飯を出して冷凍することや近くに行くときは自転車や徒歩で行くことなど、す
ぐにでもできそうなことがあるなと思いました。自動車の急発進も気を付けようと思います。 

➢ 普段の生活はエコライフできていないことに気付かされた。 今回チャレンジしてみて、少し意識 
することでエコにつながるんだなと思った。子供達にも良い勉強になったと思った。 これから 
の生活に活かして行きたい。 


